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伝えよ
う。地方の力と情熱を！

広島
大会

第38回
全国統一研修会

2

■
日
程 

平
成
25
年
11
月
7
日（
木
）

■
会
場 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
6
―

78

T
E
L
：
0
8
2 

― 

5
0
2 

― 

1
1
2
1

■
受
付 

午
後
1
時

■
式
典
・
基
調
講
演

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

■
第
1
・
2
・
3
分
科
会

午
後
4
時
30
分
〜
午
後
6
時

主
催
：
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会

担
当
：
中
国
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

協
賛
：
株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

日
々
刻
々
と
移
り
変
わ
る
世
界
を
見
つ
め
、

常
に
最
新
の
情
報
や
知
識
、
技
術
を
皆
さ
ま
に

提
供
し
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
全
国
統
一
研
修

会
。
38
回
目
の
今
回
は
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
日

本
経
済
の
勢
い
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
な
戦

略
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス

の
活
用
方
法
等
、
会
計
事
務
所
の
現
場
に
お
い

て
現
在
、
そ
し
て
将
来
必
要
と
さ
れ
る
ナ
レ
ッ

ジ
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に

研
修
を
行
い
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

作
家
・
元
N
H
K
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
で
あ
る

手
嶋 

龍
一 

氏
を
お
招
き
し
、「
ア
ジ
ア
半
球
の

時
代
を
生
き
抜
く
〜
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
〜
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
フ
レ
脱
却
へ
と
力
強
く
動
き
出
し
た
日
本

経
済
。
経
済
の
復
興
な
く
し
て
日
本
の
復
興
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
の
復
興
を
都
市
部
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
地
方
か
ら
、
広
島
か
ら
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
が
今
一
度
世
界
経
済
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

全
国
統
一
研
修
会
に
、
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
場　
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
」

講
師　

手て

し

ま嶋 

龍り
ゅ
う
い
ち一氏

　

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・
作
家
・
元
N
H
K
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長

 

「
ア
ジ
ア
半
球
の
時
代
を
生
き
抜
く

〜
地
方
か
ら
の
情
報
発
信
〜
」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

N
H
K
の
政
治
部
記
者
と
し
て
首
相
官
邸
、

外
務
省
、自
民
党
を
担
当
。ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
、冷
戦
の
終
焉
に

立
ち
会
う
。湾
岸
戦
争
で
は
最
前
線
へ
。そ
の
後
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
C
F
I
A・
国
際
問
題
研
究

所
に
招
聘
さ
れ
る
。続
い
て
ボ
ン
支
局
長
を
経

て
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
8
年
間
に
わ
た
っ
て

務
め
る
。こ
の
間
、ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
は
じ
め
、

重
要
閣
僚
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
数
多
く
こ

な
し
た
。
2
0
0
1
年
9・
11
の
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
に
際
し
て
は
、11
日
間
の
昼
夜
連
続
の

中
継
放
送
を
担
い
、冷
静
で
的
確
な
報
告
で
視

聴
者
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
。
2
0
0
5

年
、
N
H
K
か
ら
独
立
し
、日
本
で
初
め
て
の

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
小
説『
ウ
ル
ト
ラ・
ダ
ラ

ー
』を
発
表
。姉
妹
篇『
ス
ギ
ハ
ラ・
ダ
ラ
ー
』と

あ
わ
せ
て
50
万
部
の
大
ヒ
ッ
ト
に
。『
た
そ
が
れ

ゆ
く
日
米
同
盟
』『
外
交
敗
戦
』『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
賢
者
た
ち
』は
新
潮
文
庫
の
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
。11
年
12
月
、

大
型
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン『
ブ
ラ
ッ
ク・ス
ワ
ン

降
臨
』を
上
梓
。12
年
11
月
に
は
、佐
藤 

優
氏
と

の
共
著『
動
乱
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』が
緊
急

出
版
さ
れ
た
。ま
た
、慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
教

授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

主
な
著
書

『
ウ
ル
ト
ラ・ダ
ラ
ー
』、『
ス
ギ
ハ
ラ・ダ
ラ
ー
』、

『
た
そ
が
れ
ゆ
く
日
米
同
盟
』、『
外
交
敗
戦
』、

『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
賢
者
た
ち
』、『
ブ
ラ
ッ

ク・ス
ワ
ン
降
臨
』、『
動
乱
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス（
佐
藤
優
氏
と
の
共
著
）』（
い
ず
れ
も
新
潮

社
）

式典・
基調講演
定員／1,000名
参加費無料
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3 ●税理士事務所 2013.9

●
懇
親
パ
ー
テ
ィ

時
間 

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場 

「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
」

会
費 

1
2
0
0
0
円（
小
学
生
以
下
は
6
0
0
0
円
）

●
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会

日
程 

平
成
25
年
11
月
8
日（
金
）

会
場 
広
島
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
西
条
コ
ー
ス

定
員 
80
名（
20
組
）

●
記
念
旅
行 
「
石
見
、出
雲
、松

江
、境
港
〜
山
陰
を
巡
る
旅
〜
」

日
程 

平
成
25
年
11
月
8
日（
金
）〜
10
日（
日
）

最
大
催
行
人
数 

60
名

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
主
な
活
動

全
国
統
一
研
修
会・
北
海
道
大
会

（
2
0
0
8
）お
よ
び
九
州
大
会
i
n
鹿

児
島（
2
0
0
9
）に
お
け
る
分
科
会
の
企

画・運
営

小
冊
子
の
発
行

「
知
ら
な
い
と
損
す
る
情
報
管
理
」、「
実

録
! 

私
の
事
務
所
の
情
報
管
理
の
取

り
組
み
」、「
M
J
S
シ
ス
テ
ム
活
用
術
」、

「
M
J
S
シ
ス
テ
ム
活
用
術　

事
務
所
効

率
」、「
M
J
S
の
決
算
予
測
は
こ
う
活
用

す
る
!
」

　

お
申
し
込
み
は
、同
封
し
て
お
り
ま
す
申
込
用
紙

も
し
く
は
、連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w

w
.

m
irokukai.ne.jp/

）の「
第
38
回
統一研
修
会・広
島
大

会
」に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
申
込
書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
の
上
、F
A
X（
0
1
2
0

–

3
6
9

–

7
7
3
）へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、お
申
し
込
み
は
、会
場

の
都
合
上
、定
員
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
最
終
締
切
は
10
月
25
日（
金
）と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
同
封
の「
全
国
統
一
研
修
会
案
内
」を
ご

覧
く
だ
さ
い

連合会 INFORMATION

会
場　
「
第
1
分
科
会
会
場
」

企
画
・
運
営
担
当

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

会
場　
「
第
2
分
科
会
会
場
」

講
師 

藤ふ
じ
わ
ら原 

和か
ず

氏

会
場　
「
第
3
分
科
会
会
場
」

講
師　

達た
つ
か
わ川 

光み

つ

お男
氏

　
　

 　

プ
ロ
野
球
解
説
者

備
前
焼
陶
芸
作
家
・
日
本
工
芸
会
正
会
員
・
日
本
工
芸
会
中
国
支
部
・
日

本
学
士
会
・（
社
）裏
千
家
淡
交
会
岡
山
支
部
及
び
青
年
部
顧
問
・
備
前
焼

陶
友
会
理
事
・（
財
）藤
原
啓
記
念
館
理
事
長
・Holland

・Universietit 
Leiden 

客
員
教
授

業
務
改
善
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

 「
こ
れ
だ
け
で
も
便
利
！ 

気
軽
に
使
え
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
」

〜
も
う
ア
ナ
ロ
グ
税
理
士
と
は
言
わ
せ
な
い
〜

 「
ネ
ッ
ト
裏
の
会
計
学
」

〜
苦
し
み
を
笑
い
に
変
え
た
野
球
人
生
〜

　

事
務
所
業
務
改
善
の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、

今
回
は
最
近
流
行
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
法
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

備
前
焼
の
伝
統
、文
化
や
親
子
三
代
に
渡
っ
て
継
承
さ
れ
た
技
、こ
こ
ろ
。企
業
で
い
う
事

業
承
継
の
難
し
さ
や
ご
苦
労
な
ど
地
方
の
力
と
情
熱
を
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
1
9
5
8
年　

備
前
焼
の
人
間
国
宝
、藤
原 

雄
の
長
男
と
し
て
備

前
市
穂
浪
に
生
ま
れ
る
。明
星
大
学
終
了
後
帰
郷
。同
じ
く
人
間
国
宝
で
あ
っ
た
祖
父

啓・父
雄
に
師
事
し
、作
陶
を
始
め
る
。
1
9
9
0
年　

初
窯
を
焚
き
、翌
1
9
9
1
年

の
岡
山
天
満
屋
で
の
初
個
展
を
皮
切
り
に
、日
本
橋
髙
島
屋
な
ど
全
国
の
デ
パ
ー
ト
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
及
び
国
内
外
で
の
個
展
を
毎
年
開
催
す
る
傍
ら
、祖
父
や
父
の
記
念
展
な

ど
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
行
な
い
、近
年
、今
あ
ら
た
め
て
日
本
人
の
育
ん
で
き
た「
日
本

の
文
化
」や「
縁
」と
い
っ
た「
日
本
の
容
」に
対
す
る
想
い
を
、陶
芸
の
み
な
ら
ず
多
方

面
の
活
動
を
通
し
て
問
い
か
け
て
い
る
。

受
賞
・
入
選
歴
／
朝
日
陶
芸
展
秀
作
賞
、岡
山
日
日
新
聞
文
化
奨
励
賞
、日
本
学
士
会
功

労
賞
、岡
山
県
美
術
展
奨
励
賞・県
展
賞・岡
山
市
長
賞
他
、日
本
伝
統
工
芸
展
、田
部
美

術
館
茶
の
湯
の
造
形
展
、焼
き
締
め
陶
展
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
1
9
5
5
年　
広
島
県
生
ま
れ
。広
島
商
業
高
校
時
代
、春
夏
連
続
甲
子

園
に
出
場
し
、夏
は
優
勝
を
飾
る
。
1
9
7
7
年　
ド
ラ
フ
ト
4
位
で
広
島
カ
ー
プ
に
入
団
。

1
9
7
8
〜
1
9
9
2
年　
広
島
カ
ー
プ
で
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
3
回
、オ
ー
ル
ス
タ
ー
7
回

の
成
績
を
収
め
る
。
1
9
9
3
年
〜　
現
役
引
退
後
は
、テ
レ
ビ
新
広
島
の
野
球
解
説
者
な

ど
を
担
当
す
る
。
1
9
9
5
年　
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス（
現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
） 

バ

ッ
テ
リ
ー
コ
ー
チ
を
務
め
る
。
1
9
9
9
〜
2
0
0
0
年　
広
島
カ
ー
プ
の
監
督
を
務
め

る
。
2
0
0
2
〜
2
0
0
3
年　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
。現
在
は
、野
球

解
説
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
。

受
賞
歴
／
1
9
8
4
年・86
年・88
年 

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
、ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
。1
9
8
9
年 

1
0
0
0
試
合
出
場
達
成
！

第1
分科会
定員／300名
参加費無料

 

「
備
前
焼
と
私
」

 

申
し
込
み
方
法

第2
分科会
定員／300名
参加費無料

第3
分科会
定員／300名
参加費無料
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東京会　馬場 英晶　新会長

四国会　松内 邦雄　新会長

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
お
よ
び
各
単
位
会
の
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
7
月
26
日（
金
）

会
場　

株
式
会
社
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス 

　
　
　

 「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」

議
案
審
議

第
1
号
議
案　

新
任
副
会
長
承
認
の
件

第
2
号
議
案　

第
37
期
事
業
報
告
承
認
の
件

第
3
号
議
案　

第
37
期
収
支
決
算
承
認
の
件

第
4
号
議
案　

第
38
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

第
5
号
議
案　

第
38
期
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

報
告
事
項

（
1
）第
38
回
全
国
統
一
研
修
会
・
広
島
大
会
開
催
進

捗
報
告

（
2
）各
単
位
会
の
状
況
報
告

（
3
）各
委
員
会
の
報
告

（
4
）M
J
S
の
現
状
報
告

（
5
）そ
の
他

連
合
会
会
則
第
七
条
第
二
項
よ
り
、
次
の
2
名
の

方
が
連
合
会
副
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
会 

会
長　

馬
場 

英
晶

四
国
会 

会
長　

松
内 

邦
雄

連合会 INFORMATION

日時／平成25年7月12日（金）
会場／JRホテルクレメント高松
≪記念講演会≫
演題／「讃岐ところ処　喫茶居」
講師／中條文化振興財団理事　

妹尾 共子 氏

四 国 会

日時／平成25年7月23日（火）
会場／柳川藩主立花邸　御花
≪講演会≫
演題／「柳川藩と立花家の歴史」
講師／立花家史料館　史料室長　

植野 かおり 氏

九 州 会

日時／平成25年6月24日（月）
会場／ザ・ナハテラス
≪記念講演会≫
演題／「台日関係と台沖交流」
講師／台北駐日經濟文化代表處那覇分處所長

粘 信士 氏

沖 縄 会

日時／平成25年6月17日（月）
会場／名鉄ニューグランドホテル
≪記念講演会≫
演題／「改正された相続税のポイントと今

後の実務対応」
講師／税理士　岩下 忠吾 氏

中 部 会

日時／平成25年7月4日（木）
会場／ホテルグランヴィア大阪
≪記念研修会≫
演題／「改正された相続税・贈与税のポイ

ント解説」
講師／税理士　武田 秀和 氏

近 畿 会

日時／平成25年7月18日（木）
会場／リーガロイヤルホテル広島
≪記念講演会≫
演題／「平成25年度改正事項の分析と
 実務ポイントの検討」
講師／MJS税経システム研究所顧問・税務システム研究会座長・

ミロク会計人会連合会会長・税理士 平川 忠雄 氏

中 国 会

日時／平成25年7月11日（木）
会場／ホテルブリランテ武蔵野
≪記念講演会≫
演題／「日本は再び豊かになることができるか」
講師／東京大学法学部・大学院法学政治学研究科 教授

中里 実 氏

関東信越会

日時／平成25年7月1日（月）
会場／ハイアット リージェンシー 東京
≪研修会≫
演題／「改正された相続税のポイントと今

後の実務対応」
講師／税理士　岩下 忠吾 氏

東 京 会

日時／平成25年6月4日（火）
会場／ホテル日航金沢
≪記念講演会≫
演題／「カリスマ車内販売員がおくる　
 目配り・気配り・こころ配り」
講師／株式会社 日本レストランエンタプライズ アドバイザー

齋藤 泉 氏

北 陸 会
日時／平成25年7月5日(金)
会場／帯広東急イン
≪記念講演会≫
演題／「大樹町と宇宙そして台湾」
講師／有限会社 福岡測量設計事務所

代表取締役　福岡 孝道 氏

北 海 道 会

日時／平成25年7月8日（月）
会場／ホテルメトロポリタン仙台
≪研修会≫
演題／「税理士のための最新保険税務
 セミナー 経営者が求める保険実務」
講師／株式会社 日本保険新聞社

取締役企画部長・編集長　榊原 正則 氏

東 北 会

第
38
回
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
定
期
総
会
報
告

単位会  
定期総会報告
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　豊かな自然と風光明媚な街並み
で知られる長野県飯田市。最近は
2027年に開通予定の「リニア中央
新幹線」の「飯田駅」ができることで
も脚光を浴びています。では、この地
域の現状はどうなっているのでしょう
か。税務署職員を経て、飯田市で税
理士事務所を開業されている牧内秀
幸先生のもとを訪ね、お話を伺いまし
た。

専
門
の
所
得
税
に
加
え
、法
人
税
や
消

費
税
、相
続
税
を
学
ぶ
た
め
事
務
所
で

働
く
こ
と
に

―
牧
内
先
生
は
元
税
務
署
職
員
で
す
が
、

そ
も
そ
も
ど
う
し
て
税
金
に
関
係
す
る
仕
事

に
就
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。

牧
内
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

私
の
家
は

代
々
、
飯
田
市
で
農
家
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
校
生
く
ら
い
の
時
に
は
漠
然
と

農
業
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
の
は
難
し
い
の

で
、
何
か
別
の
仕
事
に
就
か
な
い
と
い
け
な

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
税
務

大
学
校
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）
の
存
在
を
知
っ

た
の
で
す
。
税
務
を
学
び
な
が
ら
、
給
与
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
に
惹

か
れ
、
と
に
か
く
ま
ず
は
税
務
大
学
校
で
勉

強
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。―

そ
の
後
、
税
務
署
勤
務
を
経
て
、
税
理

士
登
録
を
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

牧
内　

1
9
9
4
年
に
地
元
の
飯
田
市
で
税

理
士
登
録
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
税
金

に
関
わ
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
私
は
個
人
課

税
の
調
査
ば
か
り
を
担
当
し
て
き
た
の
で
、

所
得
税
に
は
詳
し
く
て
も
、
法
人
税
や
消
費

税
、
相
続
税
と
い
っ
た
分
野
の
知
識
は
ほ
と

ん
ど
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

同
じ
く
税
務
署
O
B
で
あ
り
、
す
で
に
飯
田

市
で
開
業
し
て
い
た
宮
沢
久
人
先
生
の
事
務

所
で
学
び
な
が
ら
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
の
で
す
。

―
実
際
に
税
理
士
事
務
所
で
働
い
て
み
て

い
か
が
で
し
た
か
。

牧
内　

や
は
り
税
務
に
関
す
る
幅
広
い
知
識

が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
最
初
の
頃
は
右
も

顧問先の事業継続を命題に掲げ顧問先の事業継続を命題に掲げ
自計化をはじめとしたさまざまな経営支援を行う自計化をはじめとしたさまざまな経営支援を行う

所在地／長野県飯田市高羽町5-6-12
TEL／0265-52-1188
FAX／0265-52-1189
設立／2004年
職員／6名
導入システム／ACELINK Navi

牧内秀幸税理士事務所
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左
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
税

務
申
告
に
関
し
て
も
書
類
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

側
か
ら
、
書
類
を
作
成
す
る
側
に
変
わ
っ
た

の
で
、
随
分
と
勝
手
が
違
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
周
り
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
仕
事

の
仕
方
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
働
き
始
め

て
1
年
ほ
ど
経
つ
と
、
自
分
で
あ
る
程
度
の

仕
事
は
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

顧
問
先
へ
の
熱
心
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

職
員
も
顧
問
先
か
ら
大
き
な
信
頼

を
得
る

―
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
独
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
か
。

牧
内　

2
0
0
4
年
5
月
に
宮
沢
先
生
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
税
務
署
で
働
い
て
い
る

宮
沢
先
生
の
ご
子
息
が
戻
ら
れ
る
ま
で
の
間
、

私
が
承
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
職

員
の
皆
さ
ん
と
は
10
年
近
く
苦
楽
を
共
に
し

て
き
て
い
た
の
で
、
比
較
的
す
ん
な
り
と
理

解
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
へ
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

牧
内　

現
在
、
私
た
ち
の
事
務
所
に
は
百
数

十
社
の
顧
問
先
企
業
の
他
に
、
個
人
の
お
客

様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
ん
な
方
と
接

し
て
い
て
も
感
じ
る
の
は
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
が
〝
自
分
た
ち
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
見
て

い
て
ほ
し
い
、
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
ほ
し
い
〞

と
思
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
顧
問
先
企
業
の
お
客
様
も
個
人
の
お
客

様
一
人
ひ
と
り
も
私
が
全
て
実
務
か
ら
指
導

ま
で
を
行
う
の
が
理
想
的
で
す
が
、
そ
れ
は

ど
う
し
て
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち

の
事
務
所
で
は
税
理
士
業
務
以
外
の
支
援
・

指
導
に
お
い
て
、〝
職
員
に
で
き
る
限
り
の

裁
量
を
与
え
る
〞
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
。
職
員
に
は
、
自
分

が
担
当
す
る
顧
問
先
に
対
し
て

〝
何
が
課
題
な
の
か
〞 

そ
し
て

〝
何
が
最
善
の
指
導
で
あ
る
か
〞

を
ま
ず
は
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
、
考
え
た
内
容
や
顧
問

先
へ
の
指
導
方
法
を
私
に
報
告

し
て
も
ら
い
、
問
題
意
識
を
共

有
し
て
、
と
も
に
最
善
策
を
考

え
、
職
員
自
ら
顧
問
先
へ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
の
で
す
。
職

員
は
、
実
務
だ
け
で
な
く
顧
問

先
の
分
析
と
指
導
ま
で
の
業
務

を
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
担

当
し
て
い
る
顧
問
先
か
ら
の
信

頼
は
絶
大
で
す
。
顧
問
先
に
と

っ
て
も 

〝
自
分
た
ち
を
ち
ゃ
ん

と
理
解
し
、
見
て
く
れ
て
い
る
〞

と
い
う
満
足
感
が
生
ま
れ
、
結
果
、
事
務
所

の
価
値
が
上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
で

は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
に
、
顧
問
先
が
職
員

に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
信
頼
で
き
、
自
ら
考
え
ら
れ
る
有

能
な
職
員
が
た
く
さ
ん
働
い
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
事
務
所
の
誇
り
で
す
。

―
先
生
の
〝
名
代
〞
を
務
め
て
も
ら
う
と

な
る
と
、
職
員
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

牧
内　

役
に
立
ち
そ
う
な
研
修
が
あ
る
と
、

事務所は広 と々したスペースが確保されており、皆さん伸び伸びと働かれています

顧問先が事業を継続できるようにと、経営支援に力を入れられている牧内秀幸先生
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税 理 士 ま で の 道 の り

で
良
い
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
顧
問
先
企
業

が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顧
問
先
企
業
の
事
業

規
模
・
従
業
員
数
・
企
業
風
土
な
ど
を
き
ち

ん
と
理
解
し
た
上
で
勧
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
顧
問
先
企
業
の
経
営
ス
タ
ン

ス
も
自
計
化
を
提
案
す
る
か
否
か
の
大
き
な

判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。〝
損
益
を
一
日
で
も

早
く
把
握
し
た
い
〞、〝
社
内
で
タ
イ
ム
リ
ー

に
経
営
数
字
を
分
析
し
た
い
〞、〝
今
よ
り
も

も
っ
と
利
益
率
を
上
げ
た
い
〞
な
ど
、
経
営

者
と
し
て
の
意
識
が
高
い
方
に
は
非
常
に
有

効
な
手
段
と
な
る
か
ら
で
す
。

―
飯
田
市
の
市
況
感
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

牧
内　

日
本
経
済
の
長
引
く
不
況
や
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
こ
こ
飯
田
市
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
高
度
経
済
成
長
期
か
ら

バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
の
時
代
は
、
経
済
が
右
肩

上
が
り
に
成
長
し
、
顧
問
先
も
さ
ほ
ど
多
く

を
会
計
事
務
所
へ
求
め
て
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
け
れ
ど
、
現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代

で
は
、
経
営
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
自
社

の
こ
と
を
理
解
し
、
経
営
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
事
務
所
で
は
、
経

営
指
導
を
求
め
る
顧
問
先
は
全
体
の
10
％
程

度
く
ら
い
で
す
が
、
資
金
繰
り
に
つ
い
て
の

相
談
は
増
え
て
い
ま
す
。
資
金
繰
り
は
、
た

だ
資
金
が
調
達
で
き
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
達
し
た
資
金

を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
は
、
経
営
者
自

ら
が
〝
考
え
る
こ
と
〞、
そ
し
て
〝
自
ら
一
所

懸
命
働
く
こ
と
〞
が
重
要
な
の
で
す
。
私
は

い
つ
も
こ
れ
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地
方
企
業
は
、
そ
の
地
域
を
活
性
化
す
る
大

切
な
要
な
の
で
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り
切
っ

て
顧
問
先
が
事
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
他
に
、
高
齢
化
な
ど
も
深
刻
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

牧
内　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
こ
の
辺
り

の
人
た
ち
は
昔
か
ら
我
慢
強
い
気
質
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
「
商
売
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
代
で
終
わ

り
に
し
ま
す
」
と
、
事
業
を
止
め
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て

は
飯
田
市
の
人
口
そ
の
も
の
が
減
少
し
て
い

る
の
で
、
あ
る
程
度
は
仕
方
が
な
い
こ
と
な

の
で
す
が
、
も
っ
と
飯
田
市
の
魅
力
が
多
く

の
人
た
ち
に
伝
わ
り
、
転
入
者
や
観
光
客
が

増
え
た
り
す
れ
ば
、
少
し
は
こ
の
状
況
が
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、2
0
2
7
年
に
は
「
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
」
が
開
通
す
る
予
定
で
、
飯
田
市

に
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
駅
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
飯
田
市
は
名
古
屋
ま
で
20
分
、

東
京
・
品
川
ま
で
40
分
と
い
う
短
時
間
で
結

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
飯

田
市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
東
京
や
名
古

屋
勤
務
者
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
医
療
介
護
施

設
の
誘
致
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
ね
。

―
飯
田
市
の
魅
力
が
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
伝
わ
る
と
い
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
、
牧
内
秀
幸
税
理
士
事
務
所
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
る
べ
く
職
員
全
員
で
出
席
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
受
講
し
た

職
員
が
そ
の
内
容
を
他
の
職
員
た
ち
へ
共
有

す
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
ど
う
し
て
も
知
識
に
差
が
出
て
き
ま

す
。
だ
か
ら
、
全
員
で
研
修
を
受
け
、
互
い

の
考
え
を
議
論
し
て
そ
の
内
容
を
深
め
て
い

っ
た
方
が
よ
ほ
ど
効
果
的
だ
と
考
え
た
の
で

す
。
特
に
近
年
は
税
法
が
頻
繁
に
変
わ
る
の

で
、
研
修
に
は
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

「
i
C
o
m
p
a
s
s
会
計
」を

活
用
し
顧
問
先
の
自
計
化
を
推
進

―
最
近
、
顧
問
先
の
皆
様
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
で
す
か
。

牧
内　

顧
問
先
の
多
く
は
中
小
零
細
企
業
で
、

業
種
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

や
は
り
業
績
が
落
ち
込
ん
で
い
る
と
い
っ
た

内
容
の
相
談
が
多
い
で
す
ね
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
頑

張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
顧
問
先
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
私
が

勧
め
て
い
る
の
が
自
計
化
で
す
。
顧
問
先
に

M
J
S
の
「
i
C
o
m
p
a
s
s
会
計
」
を

導
入
し
て
い
た
だ
き
、
デ
ー
タ
の
共
有
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。
自
計
化
の
大
切
さ
は
、
先
代

が
所
長
だ
っ
た
頃
か
ら
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
地
方
都
市
で
は
、〝
記
帳
代
行
〞

と
〝
税
務
申
告
〞
を
お
願
い
で
き
れ
ば
そ
れ

牧内先生は高校卒業後、税務大学校で研修
生活を送りました。「全寮制で毎朝6時に起床
し、ラジオ体操と朝食、朝礼が済んだら、あ
とは一日中、勉強に励むという日々が1年間
続いた」そうです。そのため、あまりの厳
しさに逃げ出す人もいたそうですが、牧内先
生は「初めて知る税金の仕組みに興味を覚え、
辛いと思いながらも、ある程度は楽しみなが
ら勉強できていたように思います」と。
その後、牧内先生は1969年に埼玉県川越

市の税務署に配属され、個人課税の調査を担
当することになりました。そして3年ほど川越
市で働いた後に長野県に異動。以来、長野県
各地の税務署で、個人課税の調査を担当して
きたそうです。
そのうちに「周囲を見渡すと税理士になる

仲間たちがいたので、自分もいつかは独立し
てみたい」と考えるように。そして、勤続25
年を一つの区切りと考え、1994年に故郷であ
る長野県飯田市で税理士登録をしました。



8

左から岡野勇先生、萩原将雄社長

当
時
か
ら
官
公
庁
や
財
界
人
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
特
に
当
社
の
看
板
商
品
で
あ
る
「
上

州
御
用
鳥
め
し
」
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
「
鳥
重
」

は
人
気
を
集
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
先
々
代
が
亡
く
な
り
、
せ
っ
か

く
繁
盛
し
て
い
た
お
店
が
一
代
限
り
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
と
多
く
の
お
客

様
よ
り
そ
の
存
続
を
求
め
る
声
が
あ
り
、
芦

川
譲
氏
が
登
利
平
を
引

き
継
ぐ
事
と
な
り
ま
し

た
。
先
代
芦
川
譲
氏
と

私
は
当
時
地
元
の
百
貨

店
で
働
い
て
お
り
、
先

代
は
私
の
上
司
で
あ
り

ま
し
た
。
先
代
も
私
も

飲
食
店
と
は
全
く
関
係

の
な
い
業
界
に
お
り

ま
し
た
が
、
先
代
は
そ

の
お
客
様
の
要
望
に
こ

た
え
て
登
利
平
の
暖
簾

岡
野
勇
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）　

ま
ず
は
創

業
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

萩
原
将
雄
社
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

当
社

は
、
大
正
末
期
に
東
京
の
北
千
住
に
始
ま
り
、

先
々
代
の
芦
川
良
三
氏
が
戦
時
中
に
前
橋
に

来
ら
れ
て
、
そ
の
後
1
9
5
3
年
（
昭
和
28

年
）
に
前
橋
で
鳥
料
理
と
し
て
の
割
烹
料
理

店
を
開
い
た
の
が
起
源
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

を
継
ぐ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
先
代
が
百
貨

店
を
退
社
さ
れ
て
2
年
後
、
先
代
よ
り
手
伝

っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
お
誘
い
を
い
た
だ
き
、

私
は
「
登
利
平
」
で
の
再
ス
タ
ー
ト
を
図
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

岡
野　

ど
う
し
て
お
持
ち
帰
り
弁
当
の
製

造
・
販
売
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

萩
原　
「
鳥
重
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
メ
ニ

ュ
ー
を
よ
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で

1
9
7
2
年
（
昭
和
47
年
）
に
会
社
組
織

と
し
て
立
ち
上
げ
割
烹
料
理
店
の
中
の
メ
ニ

ュ
ー
の
「
鳥
重
」
を
お
持
ち
帰
り
の
で
き
る

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

同
時
に
こ
の
鳥
め
し
の
お
弁
当
が
、
上
州
の

全
て
の
皆
さ
ん
の
御
用
達
と
な
れ
る
よ
う
願

い
を
込
め
て
「
上
州
御
用
鳥
め
し
」
と
命
名

し
、
お
弁
当
工
場
の
開
設
と
同
時
に
販
売
を

始
め
た
の
で
す
。
お
馴
染
み
の
お
客
様
や
先

代
が
働
い
て
い
た
百
貨
店
の
お
得
意
先
の
皆

様
が
固
定
客
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ

様
で
売
り
上
げ
は
順
調
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

会
社
設
立
か
ら
40
余
年
、
現
在
で
は
、
大
小

店
舗
数
33
店
舗
に
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
は
「
上
州
御
用
鳥
め
し
」

だ
け
で
な
く
、「
上
州
麦
豚
炙
り
焼
き
弁
当
」

「
ソ
ー
ス
か
つ
弁
当
」「
う
な
ぎ
弁
当
」「
幕
の

内
弁
当
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
弁
当
の

製
造
販
売
を
は
じ
め
、
鳥
料
理
を
主
体
と
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

岡
野　
「
上
州
御
用
鳥
め
し
」
を
完
成
さ
せ
る

ま
で
に
は
苦
労
も
多
か
っ
た
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

萩
原　

味
や
見
た
目
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

弁
当
箱
の
形
状
や
取
り
扱
い
や
す
さ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
点
を
ク
リ
ア
し
、
完
成
さ
せ
る

ま
で
に
は
約
3
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

割
烹
料
理
店
時
代
か
ら
の
秘
伝
の
タ
レ
を

最
大
限
に
生
か
す
た
め
、
米
の
炊
き
加
減
や

鶏
肉
の
切
り
方
、
大
き
さ
な
ど
に
関
し
て
、

最
適
な
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
に
試
行
錯
誤

し
ま
し
た
。
弁
当
箱
に
も
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

前
職
の
仕
事
柄
、
よ
く
鉄
道
を
使
う
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
た
び
に
駅
弁
の
サ

イ
ズ
が
大
き
く
て
手
に
余
る
と
感
じ
て
い
た

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
先
代
は
自
ら
木
型
を

作
っ
て
、
弁
当
箱
を
試
作
し
、
お
米
が
張
り

付
か
ず
、
片
手
で
持
ち
や
す
い
細
長
の
弁
当

箱
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

群
馬
県
前
橋
市
で
名
物
弁
当「
上
州
御
用
鳥
め
し
」の
製
造
・
販
売
を
行
う
株
式
会
社

登と
り
へ
い

利
平
。設
立
以
来
、そ
の
弁
当
の
味
は
群
馬
県
民
に
愛
さ
れ
続
け
、現
在
は
群
馬
県
を
中
心

に
33
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近
は
オ
ン
ラ
イ
ン
注
文
な
ど
、さ
ら
に
小
回
り
の

き
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
始
め
て
い
ま
す
。そ
ん
な
同
社
の
萩
原
将
雄
社
長
に
岡
野
税
務

会
計
事
務
所
の
岡
野
勇
先
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

株
式
会
社　

登
利
平

「上州御用鳥めし」の竹弁当

我

が

事

務

所

の

顧

問

先

紹

介
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岡
野　

国
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
そ

う
で
す
ね
。

萩
原　

鶏
肉
は
群
馬
県
お
よ
び
栃
木
県
内
で

飼
育
さ
れ
た
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
ひ
な
鳥
、
お
米

も
群
馬
県
お
よ
び
栃
木
県
の
ブ
レ
ン
ド
米
と

い
う
よ
う
に
、
全
て
の
食
材
は
国
産
の
も
の

か
ら
選
定
し
、
お
客
様
に
安
心
・
安
全
を
お

届
け
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
製
造
体
制
も
万
全
で
す
。
例

え
ば
、1
9
9
1
年
に
は
弁
当
の
製
造
・
配

送
拠
点
で
あ
る
本
部
受
注
配
送
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
ま
し
た
。
群
馬
県
は
利
根
川
水
系
の

上
流
に
位
置
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
廃
水
基

準
が
非
常
に
高
い
の
で
す
が
、
こ
の
施
設
に

は
一
日
に
2
0
0
㌧
も
の
汚
水
処
理
が
可
能

な
大
型
設
備
を
導
入
し
て
お
り
、
県
の
廃
水

基
準
は
問
題
な
く
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て
は
食
中
毒
が
最

も
怖
い
時
期
で
す
の
で
、
抜
き
打
ち
検
査
な

ど
を
行
い
、
お
い
し
く
安
全
な
弁
当
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

岡
野　

本
部
受
注
配
送
セ
ン
タ
ー
の
生
産
能

力
は
ど
の
く
ら
い
な
の
で
す
か
。

萩
原　

1
時
間
に
8
0
0
0
食
の
生
産
能
力

を
有
し
て
い
ま
す
。
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
な
ど

に
は
県
内
各
地
か
ら
大
量
注
文
を
い
た
だ
く

の
で
す
が
、
万
全
の
体
制
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雨
天
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中

止
の
際
は
、
当
日
（
午
前
中
）
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
も
無
償
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

岡
野　

ど
の
よ
う
な
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い

ま
す
か
。

萩
原　

そ
も
そ
も
「
登
利
平
」
と
い
う
名
称

に
は
、「
顧
客
」「
社
員
」「
会
社
」
と
い
う

三
者
の
「
利
」
益
が
「
平
」
等
に
「
登
」っ

て
い
く
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

商
品
を
提
供
し
、
消
費
生
活
の
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
が
、
会
社
や
社
員
の
利
益
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
こ

で
、
社
員
に
は
「
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
業
務

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る

登
利
平
に
な
り
ま
し
ょ
う
」「
登

利
平
は
お
客
様
の
た
め
に
あ
り
、

社
員
と
共
に
登
利
平
は
栄
え
る
」

と
い
う
二
つ
の
経
営
理
念
を
理
解

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

岡
野　

従
業
員
教
育
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。　

萩
原　

お
客
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
、
一
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人
ひ
と
り
に
徹
底
的
に
考
え
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
程
度
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

T
P
O
に
合
わ
せ
て
今
自
分
が
何
を
な
す
べ

き
か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
最
良
の
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
適
材
適
所
に
人
材
を
配
置
す
る
こ
と

に
も
取
り
組
み
続
け
て
お
り
、
設
立
当
時
か

ら
年
功
序
列
で
は
な
く
、
有
能
な
人
材
を
責

任
者
な
ど
に
抜
擢
し
て
き
ま
し
た
。

岡
野　

お
客
様
に
よ
り
喜
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

萩
原　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で
「
お
客
様
の

声
」
を
直
接
頂
戴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
従
業
員
の
接
客
態
度
な
ど
に
関

す
る
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
、

改
善
を
図
る
べ
き
案
件
に
関
し
て
は
店
長
会

議
な
ど
を
通
し
て
、
現
場
の
パ
ー
ト
社
員
に

ま
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
5
年
前
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
弁
当
注

文
に
よ
る
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
前
橋
市
周
辺
だ
と
10
個
以
上
か
ら
、

そ
れ
よ
り
遠
い
県
内
の
場
合
は
20
個
以
上
か

ら
注
文
を
承
っ
て
い
ま
す
。

岡
野　

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

萩
原　

当
社
で
は
〝
や
っ
て
は
な
ら
な
い

三
原
則
〞
と
し
て
、「
価
格
競
争
は
し
な
い
」

「
無
理
な
規
模
拡
大
は
し
な
い
」「
何
で
も
あ

り
の
品
揃
え
は
し
な
い
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

雑
誌
や
新
聞
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
様
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
最
近
は
百
貨
店
や
駅
ビ
ル

な
ど
か
ら
テ
ナ
ン
ト
出
店
の
お
誘
い
を
受
け

る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
最
大
の
モ
ッ
ト
ー
は
お
い
し
い
弁
当

を
、
安
全
・
安
心
に
お
届
け
す
る
こ
と
で
す

か
ら
、
こ
の
三
つ
の
原
則
を
守
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
で
す
。

岡
野　

こ
れ
か
ら
も
群
馬
名
物
の
味
を
し
っ

か
り
と
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上：1階のテーブル席と2階の座敷席があり、150人以上
のお客様が利用できる「登利平 南部店」下：1991年に
設立した、弁当の製造・配送拠点である本部受注配送
センター

萩
原
社
長
に
つ
い
て

岡
野
先
生　
誠
心
誠
意
を
持
っ
て
業
務
に
あ

た
る
と
と
も
に
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る「
登
利

平
」に
な
る
と
い
う
経
営
理
念
を
率
先
し
て
実

行
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
者

と
し
て〝
石
橋
を
叩
い
て
も
渡
ら
な
い
〞ほ
ど

の
慎
重
さ
も
お
持
ち
で
、
実
に
堅
実
な
経
営
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
み
な
ら
ず
、
取

引
業
者
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

と
て
も
懐
の
深
い
社
長
で
す
。
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て
ご
説
明
し
ま
す
。

（
2
）
工
事
の
請
負
等
の
税
率
等
に
関
す
る

経
過
措
置

①
指
定
日
前
の
契
約

事
業
者
が
、
平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
指

定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30
日
）
ま
で

の
間
に
締
結
し
た
工
事
の
請
負
に
係
る
契
約

等
に
基
づ
き
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
以
後
に
そ
の
契
約
等
に
係
る
課
税
資
産

の
譲
渡
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
課
税
資

産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、
5
％
の
税
率
を

適
用
し
ま
す
（
改
正
法
附
則
5
③
、Q
＆
A
※

問
17
）。

な
お
、「
工
事
の
請
負
に
係
る
契
約
等
」
に

係
る
対
価
の
額
が
指
定
日
以
後
に
増
額
さ
れ

た
場
合
に
は
、
増
額
前
の
対
価
の
額
は
経
過

措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
増
額
分
の
対

価
の
額
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
（
経
過
措
置

通
達
14
、Q
＆
A
問
32
）。

②
工
事
進
行
基
準（
指
定
日
以
後
の
契
約
）

事
業
者
が
、
指
定
日
（
平
成
25
年
10
月
1

日
）
か
ら
施
行
日
の
前
日
（
平
成
26
年
3
月

31
日
）
ま
で
の
間
に
締
結
し
た
長
期
大
規
模

工
事
等
の
請
負
に
係
る
契
約
に
基
づ
き
、
施

行
日
以
後
に
そ
の
契
約
に
係
る
目
的
物
の
引

渡
し
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
長
期
大

規
模
工
事
等
に
係
る
対
価
の
額
に
つ
き
、
施

行
日
の
属
す
る
事
業
年
度
（
又
は
年
）
以
前

の
事
業
年
度
（
又
は
年
）
に
お
い
て
工
事
進

行
基
準
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、〈
図
表

1
〉
の
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
係
る

部
分
の
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、

5
％
の
税
率
を
適
用
し
ま
す
（
改
正
法
附
則

7
①
、
改
正
令
附
則
9
、Q
＆
A
問
54
、〈
図

表
1
〉
参
照
）。

1
、消
費
税
改
正
の
概
要

昨
年
8
月
に
「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の

確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行

う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
」（「
改
正
法
」
と
い
い
ま
す
）
が
公

布
さ
れ
、
消
費
税
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
主
な
改
正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①　

消
費
税
率
の
引
上
げ

②　

特
定
新
規
設
立
法
人
に
係
る
事
業
者
免

税
点
制
度
の
不
適
用
制
度
の
創
設

③　

任
意
の
中
間
申
告
制
度
の
創
設

2
、消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置

（
1
）
指
定
日
の
前
日
ま
で
の
契
約
等
を
要

件
と
す
る
経
過
措
置

税
率
引
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置
が
規
定
さ

れ
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
の
半

年
前
の
平
成
25
年
10
月
1
日
を
指
定
日
と
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
指
定
日
前
に
一
定

の
契
約
等
を
要
件
と
す
る
経
過
措
置
に
つ
い

消
費
税
改
正
の
実
務
ポ
イ
ン
ト
①

長野 匡司 氏
ながの まさじ　

1983年、税理士試験合格。84年に坂内直治税
理士事務所（現　税理士法人中央税経センター）
に入所し、2004年に長野匡司税理士事務所を開
業した。現在、日本税務会計学会法律部門委員、
MJS税経システム研究所 客員研究員。主な著
書は『法人税申告の実務全書』（共著、日本実業
出版社）他。

※Q&A：「平成26年4月1日以後に行われる資産の譲渡等に適用される消費税率等に関する経過措置の取扱いQ&A」（国税庁消費税室）

平成25年
10月1日

指定日前の
契約

工事進行基準

<算式>経過措置の対象となる金額

長期大規模工事等に
係る対価の額

契約の締結

契約の締結

引渡し

引渡し

譲渡（5％）

進行部分
（5％）

経過措置適用
なし（8％）

長期大規模工事等の着手の日から施行日の前日までの
間に支出した原材料費、労務費その他の経費の額の合
計額

施行日の前日の現況により見積もられる工事原価の額

平成26年
4月1日

　

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
、消
費
税
率（
地
方
消
費
税
率
を
含
み
ま
す
）が
8
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
を
中
心
に
、実
務
で
の
対
応

策
を
今
号
と
次
号
の
2
回
に
わ
た
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
企
画

＜図表1＞
工事の請負等の税率等に関する経過措置の適用関係
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（
3
）
資
産
の
貸
付
け
の
税
率
等
に
関
す
る

経
過
措
置

事
業
者
が
、
平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
指

定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30
日
）
ま
で

の
間
に
締
結
し
た
資
産
の
貸
付
け
に
係
る
契

約
に
基
づ
き
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
前
か
ら
引
き
続
き
そ
の
契
約
に
係
る
資

産
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
契
約
の
内
容
が
、
次
の
「
イ
及
び

ロ
」
又
は
「
イ
及
び
ハ
」
の
要
件
に
該
当
す

る
と
き
は
、
施
行
日
以
後
に
行
う
そ
の
資
産

の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
5
％
の
税
率
を
適

用
し
ま
す
（
改
正
法
附
則
5
④
、Q
＆
A
問

35
、〈
図
表
2
〉
参
照
）。

た
だ
し
、
指
定
日
以
後
に
そ
の
資
産
の
貸

付
け
の
対
価
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
変
更
後
に
お
け
る
そ
の
資
産
の

貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

イ　

そ
の
契
約
に
係
る
資
産
の
貸
付
期
間
及

び
そ
の
期
間
中
の
対
価
の
額
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ　

事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
そ
の
対
価
の
額
の
変
更
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な

い
こ
と
。

ハ　

契
約
期
間
中
に
当
事
者
の
一
方
又
は
双

方
が
い
つ
で
も
解
約
の
申
入
れ
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い

こ
と
及
び
対
価
に
関
す
る
契
約
の
内

容
が
一
定
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
。

（
4
）
指
定
役
務
の
提
供
の
税
率
等
に
関
す

る
経
過
措
置

事
業
者
が
、
平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
指

定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30
日
）
ま
で

の
間
に
締
結
し
た
役
務
の
提
供
に
係
る
契
約

で
、
そ
の
契
約
の
性
質
上
、
そ
の
役
務
の
提

供
の
時
期
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
務
の
提
供

に
先
立
っ
て
対
価
の
全
部
又
は
一
部
が
分
割

し
て
支
払
わ
れ
る
一
定
の
契
約
に
基
づ
き
、

施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
以
後
に
そ

の
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
役
務
の
内
容
が
次
の
イ
及
び

ロ
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
役
務

の
提
供
に
つ
い
て
は
、
5
％
の
税
率
を
適
用

し
ま
す
（
改
正
法
附
則
5
⑤
、Q
＆
A
問
44
、

〈
図
表
3
〉
参
照
）。

た
だ
し
、
指
定
日
以
後
に
そ
の
役
務
の
提

供
の
対
価
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
経
過
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

イ　

そ
の
契
約
に
係
る
役
務
の
提
供
の
対
価

資産の貸付けの税率等に関する経過措置の適用関係

平成25年
10月1日

契約の締結 資産の貸付け(5%)

平成26年
4月1日

有料老人ホームの税率等に関する経過措置の適用関係

平成25年
10月1日

契約 介護サービス(5%)

平成26年
4月1日

指定役務の提供の税率等に関する経過措置の適用関係

平成25年
10月1日

契約の締結 役務の提供(5%)

平成26年
4月1日

予約販売に係る書籍等の税率等に関する経過措置の適用関係

平成25年
10月1日

契約の締結 定期供給(5%)対価受領

平成26年
4月1日

通信販売等の税率等に関する経過措置の適用関係

平成25年
10月1日

条件提示 譲渡(5%)申込

平成26年
4月1日

＜図表2＞

＜図表3＞

＜図表4＞

＜図表5＞

＜図表6＞
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の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。　

ロ　

事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
そ
の
対
価
の
額
の
変
更
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な

い
こ
と
。

（
5
）
予
約
販
売
に
係
る
書
籍
等
の
税
率
等

に
関
す
る
経
過
措
置

事
業
者
が
、
指
定
日
（
平
成
25
年
10
月
1

日
）
前
に
締
結
し
た
不
特
定
か
つ
多
数
の
者

に
対
す
る
定
期
継
続
供
給
契
約
に
基
づ
き
譲

渡
す
る
書
籍
そ
の
他
の
物
品
で
、
そ
の
譲
渡

に
係
る
対
価
の
全
部
又
は
一
部
を
施
行
日

（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
前
に
領
収
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
書
籍
そ
の
他
の
物
品

の
譲
渡
を
施
行
日
以
後
に
行
う
と
き
は
、
そ

の
領
収
し
た
対
価
に
係
る
部
分
の
課
税
資
産

の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、
5
％
の
税
率
を
適

用
し
ま
す
（
改
正
令
附
則
5
①
、Q
＆
A
問

46
、〈
図
表
4
〉
参
照
）。

（
6
）
通
信
販
売
等
の
税
率
等
に
関
す
る
経

過
措
置

通
信
販
売
の
方
法
に
よ
り
商
品
を
販
売
す

る
事
業
者
が
、
指
定
日
（
平
成
25
年
10
月
1

日
）
前
に
そ
の
販
売
価
格
等
の
条
件
を
提
示

し
、
又
は
提
示
す
る
準
備
を
完
了
し
た
場
合

に
お
い
て
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
前
に
申
込
み
を
受
け
、
提
示
し
た
条
件

に
従
っ
て
施
行
日
以
後
に
商
品
を
販
売
す
る

と
き
は
、
そ
の
商
品
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

（
1
）
転
嫁
対
策
法
の
制
定

本
年
6
月
に
「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税
の
転
嫁
を
阻
害

す
る
行
為
の
是
正
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（「
転
嫁
対
策
法
」
と
い
い
ま
す
）
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。

転
嫁
対
策
法
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際

し
、
特
定
事
業
者
に
よ
る
消
費
税
の
転
嫁
拒
否

等
の
行
為
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
是
正
す
る
た

め
の
特
別
措
置
な
ど
、
所
要
の
法
整
備
を
講
ず

る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な

転
嫁
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
（
転

嫁
法
1
）。

転
嫁
対
策
法
は
、
平
成
25
年
10
月
1
日
か
ら

施
行
し
、
平
成
29
年
3
月
31
日
限
り
で
そ
の
効

力
を
失
い
ま
す
（
転
嫁
法
附
則
2
）。

（
2
）
価
格
転
嫁
の
必
要
性

課
税
事
業
者
は
、
仕
入
価
格
に
増
税
分
が
転

嫁
さ
れ
た
場
合
に
は
、
販
売
価
格
に
も
増
税
分

（
下
図
右
、A
と
B
の
合
計
額
）
を
転
嫁
し
な
い

と
施
行
日
前
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
免
税
事
業
者
は
、
必
ず
し
も

増
税
分
の
全
額
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仕
入
価
格
に
転
嫁
さ
れ
た

増
税
分
（
下
図
左
、B
の
金
額
）
を
販
売
価
格

に
転
嫁
し
な
い
と
施
行
日
前
の
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
課
税

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
免
税
事
業
者
も
、
販

売
価
格
に
増
税
分
を
転
嫁
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

死
活
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

（
3
）
総
額
表
示

転
嫁
対
策
法
で
は
、
事
業
者
は
、
消
費
税
率

の
引
上
げ
に
際
し
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正

な
転
嫁
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
現
に
表

示
す
る
価
格
が
税
込
価
格
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ

な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
き
に
限
り
、

税
込
価
格
を
表
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
（
転
嫁
法
10
①
）。
消
費
税
法
で

は
、
平
成
16 

年
4
月
よ
り
、
課
税
事
業
者
と
消

費
者
と
の
取
引
に
お
い
て
「
総
額
表
示
」
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
（
消
法
63
）。
し
か
し
、
価
格

の
張
り
替
え
作
業
な
ど
事
業
者
の
事
務
負
担
へ

の
配
慮
の
観
点
か
ら
、
価
格
の
表
示
に
つ
い
て

一
定
の
条
件
の
下
「
外
税
方
式
」
を
認
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

5
％
の
税
率
を
適
用
し
ま
す
（
改
正
令
附
則

5
③
、Q
＆
A
問
48
、〈
図
表
5
〉
参
照
）。

（
7
）
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
税
率
等
に
関
す

る
経
過
措
置

事
業
者
が
、
平
成
8
年
10
月
1
日
か
ら
指

定
日
の
前
日
（
平
成
25
年
9
月
30
日
）
ま
で

の
間
に
締
結
し
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る

終
身
入
居
契
約
で
、
入
居
期
間
中
の
介
護
料

金
（
消
費
税
が
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の
を
除

き
ま
す
）
を
入
居
一
時
金
と
し
て
受
け
取
っ

て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
一
時
金
に
つ
き
そ
の

事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
そ
の
額
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

旨
の
定
め
が
な
い
も
の
に
基
づ
き
、
施
行
日

（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
前
か
ら
施
行
日
以
後

引
き
続
き
介
護
に
係
る
役
務
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
施
行
日
以
後
に
行
わ
れ

る
そ
の
入
居
一
時
金
に
対
応
す
る
役
務
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
5
％
の
税
率
を
適
用
し
ま

す
（
改
正
令
附
則
5
④
、Q
＆
A
問
56
、〈
図

表
6
〉
参
照
）。

た
だ
し
、
指
定
日
以
後
に
お
い
て
そ
の
一

時
金
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

変
更
後
に
行
う
そ
の
入
居
一
時
金
に
対
応
す

る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

次
号
で
は
、
施
行
日
前
後
の
取
引
や
経
過

措
置
、
95
％
ル
ー
ル
の
適
用
制
限
な
ど
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
価
格
転
嫁
と
総
額
表
示
〉

免 税 事 業 者 に お け る 価 格 転 嫁 に つ い て

免税事業者 課税事業者
○免税事業者は
Aの納税を行う
必要はないが、
仕入価格が高く
なるという形で
Bを負担してい
るので、その分
の値上げを行う
必要がある。

消費税等 消費税等

○消費税が課税
されると事業者
はA＋Bの値上
げを行い、納税
者としてAの納
税を行う。（Bは
仕入価格が高く
なるという形で
負担済）

売
上
げ

売
上
げ

付加価値 付加価値A A

B B仕入価格 仕入価格

A

出典：財務省資料
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老
舗
企
業
は
長
年
に
わ

た
っ
て
培
っ
て
き
た
理
念
や
資

産
を
軸
に
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
、そ
の
時
代
に
合
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の「
百
年
企
業
」の
取
り
組
み
と

歩
み
を
紹
介
す
る
。

ンンン

須
藤
本
家（
株
）

須
藤
家
伝
来
の
家
訓
を
守
り
な
が
ら

こ
だ
わ
り
の
酒
造
り
と
海
外
展
開
に
挑
む

　

須
藤
本
家（
株
）
は
、
平
安
末
期
の

1
1
4
1
年（
永
治
元
年
）に
創
業
し
た

と
言
わ
れ
る
日
本
最
古
の
蔵
元
。「
酒
・
米
・

土
・
水
・
木
」と
い
う
家
訓
を
守
り
な
が
ら
、

世
界
中
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
の
心
を
が
っ
ち

り
と
掴
み
続
け
て
い
る
。同
社
が
守
り
続

け
る
家
訓
や
教
え
と
と
も
に
、そ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
い
。

笠
間
焼
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
茨
城
県

笠
間
市
。
こ
こ
に
日
本
最
古
の
蔵
元
、
須
藤

本
家
（
株
）
が
あ
る
。
創
業
か
ら
8
5
0

年
以
上
も
の
間
、
こ
の
地
で
酒
を
造
り
続
け
、

今
や
世
界
的
に
も
知
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
と
、「
も
と
は
藤
原

氏
系
の
武
家
だ
っ
た
が
、
や
が
て
酒
造
業
を

興
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
酒
造
り
を
営
む
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
だ
」
と
55
代
目
の
須
藤
源

右
衛
門
社
長
は
説
明
す
る
。
ち
な
み
に
、
創

業
年
は
須
藤
家
の
蔵
か
ら
酒
を
造
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
札
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら

1
1
4
1
年
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
も

っ
と
古
く
ら
か
ら
酒
を
造
り
続
け
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
そ
う
だ
。
須
藤
本
家
が
一
貫
し

て
守
り
続
け
て
い
る
の
は
、「
良
い
酒
は
良

い
米
か
ら
、
良
い
米
は
良
い
土
か
ら
、
良
い

土
は
良
い
水
か
ら
、
良
い
水
は
良
い
木
か
ら
」

と
い
う
意
味
の
「
酒
・
米
・
土
・
水
・
木
」

と
い
う
家
訓
だ
と
い
う
。
自
然
の
循
環
系
サ

イ
ク
ル
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
良
い
酒
造

り
に
つ
な
が
る
と
い
う
教
え
だ
。
そ
の
た
め
、

同
社
で
は
周
辺
環
境
の
保
全
や
敷
地
内
の
井

戸
や
木
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
酒
造
り
に

励
ん
で
い
る
と
い
う
。

一
方
で
須
藤
社
長
が
始
め
た
新
た
な
取
り

組
み
も
あ
る
。
例
え
ば
、
20
年
ほ
ど
前
か

ら
、
同
社
で
は
醸
造
用
ア
ル
コ
ー
ル
※
を
使

用
せ
ず
、
収
穫
後
5
カ
月
以
内
の
新
米
に
こ

だ
わ
っ
た
純
米
吟

醸
と
純
米
大
吟
醸

の
み
を
醸
す
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
「
現
代
は
、

食
の
欧
米
化
や
酒

の
多
様
化
が
進
む

に
つ
れ
て
、
日
本
酒
の
需
要
は
目
減
り
し
て

き
て
い
る
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
て
い
く
に

は
本
当
に
良
い
酒
を
造
る
し
か
な
い
」
と
考

え
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
原
材
料
に
も
徹

底
し
て
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
無
農
薬
で
土
作

り
か
ら
育
苗
ま
で
を
一
貫
し
て
管
理
す
る

「
郷さ

と
の
ほ
ま
れ

乃
誉
酒
米
研
究
会
」
の
活
動
を
進
め
、
酒

造
り
に
適
し
た
酒
米
栽
培
を
実
施
し
て
い
る
。

I
W
C 

（International W
ine 

Challenge

）
へ
の
出
品
を
機
に
、
こ
う
し
て

造
ら
れ
る
同
社
の
酒
は
世
界
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
、2
0
0
0
年
に

須
藤
社
長
が
世
界
最
高
峰
の
ワ
イ
ン
と
称
さ

れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
ロ
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
」

の
製
造
元
で
あ
る
ド
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ラ
・
ロ

マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
社
を
訪
れ
た
時
に
は
こ
ん

な
逸
話
が
あ
る
。
須
藤
社
長
が
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
会
で
手
土
産
と
し
て
持
参
し
た
酒
を
飲

ん
だ
同
社
の
オ
ー
ベ
ル
ド
・
ビ
レ
ー
ヌ
社
長

は
、「
こ
れ
は
何
年
も
の
な
の
か
」
と
絶
賛

し
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
後
、
純
米
大
吟
醸

「
花か
く
ん
こ
う

薫
光
」
に
は
一
時
期
、
1
万
3
0
0
0

㌦（
当
時
約
1
4
0
万
円
）
と
い
う
高
値
が

付
き
、
ロ
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
の
価
格
を
抜
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
以
来
、

須
藤
社
長
は
欧
米
で
の
販
路
拡
大
に
も
さ
ら

に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
理
店
だ

け
に
頼
ら
ず
、
自
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
交

渉
を
繰
り
返
し
、
30
カ
国
に
ま
で
市
場
を
拡

大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
世
界
の
醸
造
酒
品

評
会
に
も
積
極
的
に
出
展
し
、
高
い
評
価
を

得
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、

「
海
外
販
売
の
売
上
比
率
を
現
在
の
2
割
か
ら

5
割
ま
で
高
め
た
い
」
と
須
藤
社
長
は
意
欲

を
見
せ
る
。
伝
統
的
な
酒
造
り
を
続
け
な
が

ら
も
、
攻
め
の
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
。
こ
の

経
営
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
、
ま
さ
に
百
年
企
業

の
真
髄
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

茨城県笠間市小原2125
℡0296-77-0152
http://www.sudohonke.co.jp/

後藤俊夫の百年企業レポート

　須藤本家は家訓や伝統を守るだけでなく、
純米吟醸と純米大吟醸だけしか造らないことに
こだわったり、海外展開に挑戦するなど、革
新的な取り組みを行っています。とはいえ、そ
の取り組みは決して派手なものだけではありま
せん。たとえば、酒販店を訪ね、自社の酒
の適切な管理方法を伝え、もっともおいしい
状態で消費者の元に届くようにするなど、地
道な取り組みを実践しているのです。もちろん、
その取り組みは海外でも実施しているそうです。
日本食ブームの波に乗って、さらに発展を遂
げていくことが期待される老舗企業です。 須藤本家本社外観

須藤源右衛門社長

※日本酒の増量、品質・度数調整に使用するアルコール
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（
株
）
原
田
の
前
身
は
、1
9
0
1
年
に
初

代
の
原
田
丑
太
郎
氏
が
創
業
し
た
和
菓
子
店

「
松
雪
堂
」。
地
元
の
群
馬
県
高
崎
市
新
町
で

饅
頭
な
ど
を
製
造
・
販
売
し
続
け
て
き
た
が
、

戦
後
の
配
給
パ
ン
の
需
要
拡
大
を
見
越
し
て
、

3
代
目
の
原
田
俊
一
氏
が
大
阪
で
パ
ン
の
製

造
法
を
学
び
、1
9
4
6
年
か
ら
パ
ン
の
製

造
・
販
売
も
始
め
た
そ
う
だ
。

現
在
、
4
代
目
で
あ
る
原
田
節
子
専
務
と

そ
の
ご
主
人
で
あ
る
原
田
義
人
社
長
は
、
看

板
商
品
で
あ
る
ラ
ス
ク
「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ

ワ
」
を
柱
と
し
て
、
全
国
的
に
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
で
は
、
同
商
品
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
誕
生
し
た
の
か
。「
バ
ブ
ル
崩
壊
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
進
物
用
の
和
菓

子
が
売
れ
な
く
な
り
、
起
死
回
生
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
」
と
原
田
専
務
。
そ
こ
で
、

自
社
で
製
パ
ン
設
備
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
、2
0
0
0
年
か
ら
ラ
ス
ク
の
製
造
・

販
売
を
始
め
た
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
ラ
ス
ク

で
あ
れ
ば
日
持
ち
が
良
い
の
で
、
夏
場
に
売

り
上
げ
が
落
ち
る
和
菓
子
と
異
な
り
、
全
国

に
販
路
を
広
げ
ら
れ
る
と
い
う
狙
い
も
あ
っ

た
と
い
う
。

商
品
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
徹
底
し
て
品

質
に
こ
だ
わ
っ
た
。「
食
パ
ン
で
は
な
く
、
フ

ラ
ン
ス
パ
ン
を
使
う
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

高
級
菓
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
」
と
原
田
専
務
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
内
側
の
気
泡
を
減

ら
す
た
め
地
元
製
粉
会
社
と
小
麦
粉
の
共
同

開
発
に
取
り
組
ん
だ
り
、
通
常
の
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
よ
り
も
柔
ら
か
く
焼
き
上
げ
る
こ
と
で

独
特
の
食
感
を
追
求
し
た
と
い
う
。
そ
ん
な

ラ
ス
ク
に
原
田
専
務

は
一
つ
の
思
い
を
託

し
て
い
た
。
そ
れ
は

「
こ
の
ラ
ス
ク
で

〝
感
動
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
〞
を
創

造
し
た
い
」
と
い
う

も
の
だ
。「
人
は
感
動
す
る
と
、
そ
れ
を
他
の

人
に
も
伝
え
た
く
な
る
。
そ
ん
な
幸
せ
の
連

鎖
を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
商
品
に
し
た
い
と

思
っ
た
」
と
。
そ
こ
で
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
フ

ラ
ン
ス
の
象
徴
で
あ
る
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
を
あ

し
ら
い
、
高
級
感
を
演
出
し
て
い
る
。

発
売
さ
れ
始
め
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の

風
味
を
残
し
た
高
級
感
の
あ
る
ラ
ス
ク
が
珍

し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
評
判
は
口
コ

ミ
で
着
実
に
広
が
り
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
大

ヒ
ッ
ト
商
品
に
。
同
商
品
を
食
べ
、
そ
の
美

味
し
さ
に
感
動
し
た
人
が
、
進
物
と
し
て
誰

か
に
送
る
。
そ
し
て
送
ら
れ
た
人
も
ま
た
感

動
し
、
誰
か
に
送
り
た
く
な
る
―
。
そ
ん

な
連
鎖
、〝
感
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞

が
広
が
っ
て
い
き
、
ラ
ス
ク
の
販
売
当
初
か

ら
原
田
専
務
自
身
が
立
ち
上
げ
て
い
た
通
販

群馬県高崎市新町1207
℡0120-520-082（通信販売） 
0274-43-1100（店舗）
http://www.gateaufesta-
harada.com/

部
門
も
次
第
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
っ

た
と
い
う
。

「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」
を
発
売
し
始
め

て
僅
か
十
数
年
で
、
同
社
の
従
業
員
規
模
は

十
数
名
か
ら
9
5
0
名
（
13
年
4
月
末
現

在
）
に
ま
で
増
加
。
さ
ら
に
、
04
年
に
は
工

場
兼
直
営
店
「
新
本
館
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・

ボ
ヌ
ー
ル
」（
幸
福
の
館
）、
08
年
に
は
本
社

工
場
「
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ュ
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

（
希
望
の
館
）」、
13
年
に
は
高
崎
新
工
場
が
完

成
し
、
1
日
に
1
0
0
〜
1
5
0
万
枚
の
ラ

ス
ク
を
生
産
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。

〝
感
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞
を
広
げ

続
け
て
い
る
同
社
だ
が
、
原
田
専
務
は
「
時

代
と
と
も
に
流
行
は
変
化
し
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
常
に
普
遍
的
な
味
を
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
次
の
百
年
の
礎
に
な

っ
て
い
く
は
ず
で
す
」
と
話
す
。
ラ
ス
ク
を

軸
に
、
次
の
百
年
に
向
け
た
挑
戦
は
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「新本館シャトー・デュ・エスポワール」の内観

起
死
回
生
を
目
指
し
て

生
み
出
し
た
看
板
商
品
の
ラ
ス
ク
が

全
国
展
開
の
突
破
口
に
!!

後藤俊夫の百年企業レポート

　窮地の中から生まれた「グーテ・デ・ロワ」
には、同社が長い歴史の中で培ってきたパン製
造のノウハウがタップリと詰まっています。それ
は決して一朝一夕で成し得るものではないはず
です。だからこそ、同業他社と差別化を図るこ
とができ、リーディングカンパニーとしての地位を
確立することができたのででしょう。また、専務
が営業・販売、社長が製造を担当し、夫婦二
人三脚の懸命な頑張りが、同社の成功の大き
な要因になっていると思います。次の百年に向
けてのさらなる飛躍を期待します。

　

群
馬
県
高
崎
市
の（
株
）原
田（
ガ
ト
ー

フ
ェ
ス
タ 

ハ
ラ
ダ
）が
製
造
・
販
売
す
る

ラ
ス
ク「
グ
ー
テ
・
デ
・
ロ
ワ
」は
、今
や
知

る
人
ぞ
知
る
人
気
の
ス
イ
ー
ツ
。全
国
各

地
の
百
貨
店
な
ど
に
入
っ
て
い
る
16
の

店
舗
で
は
、こ
の
ラ
ス
ク
を
求
め
て
連
日
、

行
列
が
で
き
て
い
る
。実
は
こ
の（
株
）原

田
も
日
本
が
誇
る
百
年
企
業
だ
。

（
株
）原
田

原田節子専務
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暑
さ
も
直
に
堪こ
た

え
ま
す
。
何
か
に
よ
く
似
て
い
る
と

思
い
ま
せ
ん
か
? 

私
は
〝
経
営
〞
と
同
じ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
の
中
で
感
じ
る
一
瞬
の
季

節
感
や
、
つ
づ
ら
折
り
の
峠
の
頂
上
で
な
け
れ
ば
見

ら
れ
な
い
雄
大
な
景
色
。

こ
れ
か
ら
も
バ
イ
ク
で
五
感
を
磨
き
つ
つ
、「
税

理
士
事
務
所
ら
し
い
事
務
所
」
よ
り
も
「
私
の
事
務

所
ら
し
い
事
務
所
」
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
お
客
様
の
感
じ
る
敷

居
を
限
り
な
く
低
く
す
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
…
。

実
は
仕
事
の
右
腕
で
あ
る
妻
も
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

お
り
、
事
務
所
に
二
台
並
べ
て
し
ま
お
う
か
と
、
冗

談
か
本
音
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
好
き
の
諸
兄
は
是
非
私
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

私
の
事
務
所
に
は
愛
車
「
カ
ワ
サ
キ
W
6
5
0
」

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
バ
イ
ク
を
保
管
し

始
め
て
か
ら
早
二
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
に
一
度
も
お
客
様
か
ら
い
ぶ
か
し
が
ら
れ
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
二
輪
は
敬
遠
さ
れ
る
存
在
か
と

思
い
き
や
、「
自
分
も
昔
は
乗
っ
て
い
た
」
と
か
「
良

い
バ
イ
ク
で
す
ね
」
と
好
意
的
な
話
が
ほ
と
ん
ど
で
、

む
し
ろ
良
い
話
の
ネ
タ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

乗
れ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
月
に
1
回
程
度
な
の
で
、
事

務
所
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
役
割
の
方
が
大
き
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
揶
揄
す
る
方
も
い
ま
す
。

私
は
ゴ
ル
フ
を
せ
ず
、
お
客
様
と
お
酒
の
付
き
合

い
も
し
な
い
の
で
、
結
構
堅
く
て
付
き
合
い
づ
ら
い

税
理
士
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、

バ
イ
ク
が
あ
る
お
か
げ
で
少
し
は
や
ん
ち
ゃ
で
大
胆

な
所
も
あ
る
と
い
う
意
外
な
一
面
が
自
然
と
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
、
愛
車
が
お
客
様
と

私
の
潤
滑
剤
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

バ
イ
ク
を
乗
り
こ
な
す
に
は
、
究
極
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
が
必
要
で
す
。
右
手
は
ア
ク
セ
ル
、
左
手
は
ク

ラ
ッ
チ
。
左
足
は
ギ
ア
、
右
足
は
ブ
レ
ー
キ
。
両
手

足
が
す
べ
て
別
の
操
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ

ら
に
方
向
変
換
の
際
に
は
体
重
移
動
が
必
要
で
転
倒

の
危
険
が
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
そ
し
て
、
寒
さ

　新潟県と長野県の県境、関川
の本流にかかる苗名滝は、落差が
55mあり、玄武岩の断層でできて
いる「日本の滝百選」の一つです。
柱状節理の玄武岩壁から豪快に
音を立てながら水しぶきを上げて
流れ落ちるさまは迫力満点で、別
名「地震滝」 とも呼ばれています。
同滝がもっとも美しい季節は、雪解
け水が流れ込み迫力が増す春と、
周囲の木々が紅葉に染まる10月
中旬頃です。
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る
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